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小学校における学級の社会的目標に関する研究 
－学級の社会的目標構造尺度の開発－ 
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目的 

これまでの動機づけ研究では，個人の動機づけ特

性(e.g.,目標志向性)が着目されると同時に，学級に

おける環境要因も着目されてきた。そのような学級環

境を記述する概念の一つに，学級の目標構造がある

(e.g., Ames, 1992)。学級の目標構造とは，教師が伝

える学業目標に関するメッセージであり， ①学級が

個人の熟達を強調する「熟達目標構造」，②学級が

課題の遂行を強調する「遂行目標構造」に大別される
(Ames, 1992; Ames & Archer, 1988; Kaplan et al., 
2002)。 
 一方，日常的な教育活動の場では，こうした学業達

成に関する目標だけでなく，児童の社会性の獲得を

目指した目標も強調されていると考えられる。しかし，

これまでに社会性に関する学級レベルの目標を扱っ

た研究はほとんどなされていない。本研究では，学級

で強調される社会的目標にはどのようなものがあるの

かを調べ，学級の社会的目標構造を測定する尺度を

作成することを目的とした。 

方法 

予備調査：調査参加者および手続き 近畿圏内に在

住の小学校高学年の指導経験のある教員 20 名に

「児童に身に付けさせたい社会性」について自由記

述調査を依頼し，最終的に回答の得られた 15 名を対

象とした。結果，59 個の記述が得られ，心理学を専門

とする大学教員 2 名が相談しながらカテゴリに分類し

た。その結果，向社会性 (36％ )および，規範遵守

(29％)に関する記述が多かった。得られたカテゴリに

ついて，具体的な記述内容を参考に計 28 個の尺度

項目を作成した。 

本調査：調査参加者 近畿圏内の小学 5，6 年生 289

名(女児 146 名，男児 143 名)を対象に調査を行った。 

質問紙：①学級の社会的目標構造 (28 項目)②学級

の目標構造 (三木・山内, 2005)：熟達目標構造(4 項

目)，遂行目標構造(4 項目)③学級風土尺度(伊藤・

松井 2001)の一部の下位尺度を使用：規律正しさ(6

項目)，生徒間の親しさ(7 項目) ，学級への満足感(5

項目)④社会的コンピテンス(桜井, 1992)「友だちは，

たくさんいますか」など 10 項目。 

結果と考察 

学級の社会的目標構造を反映すると考えられる項

目群に対して，探索的因子分析を行った結果，2 因

子が抽出された。第 1 因子は「向社会的目標構造」と

命名し，第 2 因子には「規範遵守目標構造」と命名し

た。2 因子(計 14 項目)による全項目の分散説明率は

38.62%であり，因子間相関は.61 であった(Table 1)。 

 既存の尺度との相関係数を算出したところ，向社会

的目標構造は熟達目標構造と r =.71 と比較的強い相

関，遂行目標構造とは有意な負の相関を示した (r 

=-.31)。学級風土の尺度とは，rs =.51~.56 の正の相関

を示した。社会的コンピテンスとは，弱い正の相関 r 

=.23 が確認された。規範遵守目標構造は，熟達目標

構造と中程度の関係(r =.35)，遂行目標構造とは独

立 し た 関 係 (r =-.02) で あ っ た 。 学 級 風 土 と は rs 

=.29~.43 の中程度の関連を有していた。これらの結

果から，本研究で作成した社会的目標構造尺度は，

一定の妥当性を有するものと考えられる。 

 一方，学級の社会的目標構造は，学級レベルの概

念であるため，今後は大規模調査を実施し，学級レ

ベルでの因子構造や因果モデルも検討していく必要

がある。 

 
※本研究は科学研究費補助金(課題番号 24730536)の助成

を受けた。 

F1 F2 h
2 Mean SD

3 このクラスでは、相手の気持ちを考えることが大事に
されています

.78 -.08 .54 4.16 0.92

13 このクラスでは、他の人がいやだと思うことはしない、
ということが大事にされています

.70 -.03 .46 4.22 0.90

16 このクラスでは、相手がいやな気持ちになる言葉は
使わない、ということが大事にされています

.67 .05 .50 4.26 0.88

4 先生は、困っている人に声をかけてあげるように、と
いいます

.64 -.10 .34 3.88 1.00

6 このクラスでは、自分と意見のちがう人とでも仲良くす
ることが大事にされています

.63 -.02 .38 3.84 0.94

15 先生は、友達を大切にするようにいいます .59 -.05 .31 4.45 0.77

27 このクラスでは、他の人を思いやることが大事にされ
ています

.57 .21 .52 4.07 0.87

20 このクラスでは、人を無視したりいやだと思うことをし
たりしないことが大事にされています

.57 .10 .40 4.00 0.97

17 先生は、授業中はまわりのことを考えてしずかにしよ
うといいます

-.22 .69 .34 3.88 1.10

28 先生は、ほかのクラスの迷惑になるようなことをしない
ように、といいます

.06 .60 .41 3.90 1.02

21 先生は、授業中は人の迷わくになることをしないよう
にいいます

.17 .51 .40 4.04 0.95

19 このクラスでは、ルールやきまりを守ることができない
のは、はずかしいことだとされています

-.07 .51 .23 3.27 1.08

8 先生は、低学年の子に見られてはずかしいことをし
ないように、といいます

.06 .50 .29 4.28 0.94

1 このクラスでは、宿題や提出物を出すことが特に大事
にされています

.13 .45 .29 3.94 0.94

因子間相関 .61
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